
 

 

 

 

 

                          

子どもたちの安全安心について 

 毎朝、交差点・横断歩道での子どもたちの安全の見守り、ありがとうございます。ま

た、行事等で、子どもたちと一緒に付き添っていただき、安全の配慮をしていただいて

いるおかげで、大きな事故もなく、有意義な体験学習を実施させていただいています。

普段の授業でも、活動内容によって、器具の使用等による怪我が起こりやすい場合にも、

授業のサポートに入っていただいています。 

この紙面をお借りしまして、感謝の気持ちをお伝えさせていただきます。誠にありが

とうございます。 

 

５月２７日（月）避難訓練・引き渡し訓練 

午前中に避難訓練の予定でしたが雨のため中止となりました。午後から「緊急時の児

童引き渡し訓練」については、予定を変更して教室での引き渡しとなりました。 

今後、南海トラフ巨大地震等の大きな災害や不審者侵入等の緊急事案が発生した際は、

今回の訓練と同様のやり方（実際には運動場での引き渡し）になります。よろしくお願

いいたします。 
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津波てんでんこ 

「津波てんでんこ」とは、「津波が来たら、いち早く各自でてんでバラバラに高台に逃

げろ」と言う避難に関する東北地方の言い伝えです。 

 「津波てんでんこ」には、３つの大事な意味があります。 

 

①自分の命は自分で守るということ。 

②避難する姿を見て、他の人も避難するきっかけとなるということ。 

③家族や隣の人、仲の良い人と、緊急時の行動を打合せしておけば、バラバラに行動

しても大丈夫ということ。 

 

 災害の発生が家族で一緒に過ごしている時とは限りません。もしもの時のことを考

えて、日ごろから家族で、話し合いをしておいてください。 



 

 

 ３年生が郡山小学校区の北地区を探検しました。学校支援 

ボランティアの川居さん、城ノ口さん、伊達さんから、校区 

にある色々な施設について、説明していただきました。今後、 

他の地区も探検します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6年生が河芸マリーナの海岸で環境学習をしました。「ウミガメネットワーク三重」の米川

さんを講師に招いて、ウミガメの産卵のための環境整備や干潟の生き物の生態について

色々教えてもらいながら、マイクロプラスチックを拾ったり、干潟の生き物の観察をしたり

しました。また、当日には学校支援ボランティアの城ノ口さん、川居さん、前田さんにサポ

ートしていただいて、安全に学習することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿警察署の職員と指導員の方に来ていただいて、交通安全教室を実施しました。１

年生は体育館で、自転車の乗り方についてのお話を聞きました。４年生と６年生は、運

動場で、自転車の乗り方、前方・後方の確認の仕方、交通規則等のお話を聞き、その後

運動場で学んだ自転車の乗り方を実際にやってみました。 

 

 

 

 

 

小学校のちかく

に、あんなにた

くさんの太陽光

パネルがあるの

をはじめて知り

ました。 

どうして、太陽光パネルが、大きく

見えるのだろうと思いました。 

郡山町に神社（酒井神社）があること

を初めて知りました。そして、そんな

に昔からあるとは思いませんでした。 

あらためて海を見ると、プ

ラスチックゴミは、まだま

だありました。私たちが捨

てているゴミのせいで、魚

たちが死んでしまっている

ことを思うと、私も悲しく

なりました。 

カニや魚や色々な生き物が、

すごく自然豊かな所で静か

に暮らしていて、気持ちよさ

そうだなと思いました。そこ

にゴミがたまったら、環境の

一部がこわされてしまうん

だなと思いました。 

テトラポットの近くには、すごい量のマイクロプラスチック

がありました。捨てた人は何も考えずに捨てていると思うけ

ど、ゴミのおかげで生き物が苦しんでいると思いました。 

５月１７日（金）校区たんけん（３年生） 

５月２１日（火）環境学習（６年生） 

 

５月２２日（水）交通安全教室（1年、４年、６年） 

 


